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野
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基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 

 

案
さ
れ
、
こ
れ
を
基
に
本
市
の
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

今
後
、
市
で
は
、
市
民
、
地
域
住
民
、
事

業
者
等
の
協
働
で
、
こ
の
整
備
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
上
野
原
駅
周
辺
整
備
事
業
の
基
本

的
な
設
計
や
周
辺
地
権
者
と
の
合
意
形
成
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
の
閲
覧

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
秋
山
支
所
、
各
出

張
所
、
駅
周
辺
整
備
推
進
課
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
駅
周
辺
整
備
推
進
課
駅
周

辺
整
備
推
進
担
当（
蕁
62
―

3
1
9
1
）

上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
策
定

市
で
は
、
上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
は
、

平
成
22
年
5
月
に
策
定
し
た
「
上
野
原
駅
周

辺
整
備
基
本
構
想
」
に
掲
げ
た
将
来
像
の
実

現
に
向
け
、
整
備
基
本
構
想
を
よ
り
具
体
化

し
た
も
の
で
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
上
野
原
駅
周
辺
の

交
通
量
調
査
や
地
元
関
係
者
勉
強
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
広
く
市
民
の
ご
意
見
を
伺

う
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
募
集

や
、
地
権
者
お
よ
び
各
地
区
説
明
会
の
実
施

を
し
な
が
ら
、
上
野
原
駅
周
辺
整
備
検
討
委

員
会
で
検
討
、
協
議
を
重
ね
、
平
成
23
年
3

月
15
日
に
整
備
基
本
計
画（
案
）が
市
長
に
提

駅
周
辺
の
将
来
像

「
桂
川
を
の
ぞ
む
景
観
の
な
か
で
、

人
の
賑
わ
い
や
温
か
み
を
感
じ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て

▼飯島勤委員長（写真中央）と久島博道副委員
長（写真左）から江口市長（写真右）へ上野原

駅周辺整備基本計画（案）が提案される。



3 広報うえのはら　平成23年5月号　　　　　

上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
（
素
案
）

に
関
す
る
地
権
者
お
よ
び
地
区
説
明
会
の

概
要

市
で
は
、
整
備
基
本
計
画（
素
案
）策
定
に

あ
た
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
地
権
者
お
よ

び
地
区
説
明
会
を
1
月
17
日
か
ら
2
月
4
日

に
か
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

説
明
会
に
は
、
1
0
7
名
の
市
民
の
方
々

が
参
加
さ
れ
、
整
備
基
本
計
画（
素
案
）に
関

す
る
全
体
的
な
ご
意
見
や
細
部
に
わ
た
る
質

問
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、

整
備
基
本
計
画
の
策
定
の
中
で
検
討
、
協
議

さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
事
業
を
進
め
る
う
え

で
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

主
な
意
見
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・駅周辺整備によって、市の発展や活性化、市長が言うような、住みよい上野原の拠点にして欲しい。
・計画の進捗や説明会等で出された意見は、広報等に載せて欲しい。
・駅前の発展だけでなく、市全体を考えたまちづくりを進めて欲しい。
・南口の整備と並行して、エレベーターについても考えて欲しい。
・階段の上り下りは大変なので、エレベーターが欲しい。
・利用しやすい広場をつくって欲しい。
・県道の混雑が予想されるので、バイパスを並行して進めて欲しい。
・市道松留中新田線を拡幅して欲しい。
・既成市街地から駅へのアクセスを便利にして欲しい。
・風致地区の解除により、まちを発展させて欲しい。
・風致地区の解除により、商業等多目的な土地利用が可能になるようにして欲しい。
・現在ある駅前の駐車場を、整備後も確保して欲しい。
・時間制や一日安心して置くことができる駐車場をつくって欲しい。
・平面駐車場にすると面積をとってしまうので、2、3階の駐車場をつくって空間を有効活用して欲しい。
・若者が集まるファーストフード店やファミリーレストランがあると良い。
・農業などをするのに道具を買えずに困っているので、ホームセンターのような商業施設が欲しい。
・若いお母さん達がパートで働けるような商業施設をつくって欲しい。
・商業施設の中に、街の商店街が優先的に出店できるようにして欲しい。
・駅南口の道路、住宅地、広場等は、一体的に整備して欲しい。
・夫婦共働きが増えるので、長時間預かってくれるような保育所が欲しい。
・早急に地権者との合意形成と土地の買収を進めて欲しい。
・地権者を含む組合を立ち上げて、話をまとめて欲しい。
・まちづくりに小・中学生や高校生が参加できるようなものを考えて欲しい。
・イメージが可能な図面ができたら、再度説明会を開催して欲しい。
・南口のバリアフリー化等、可能なところから、早急に始めて欲しい。
・もしこの計画が実現しない場合の代替案も考えた上で、良い方向に動くようにして欲しい。
・上野原駅周辺整備と併せて、四方津駅のバリアフリー問題も並行して進めて欲しい。
・人口減の歯止めと、人口増の対策を考えて欲しい。

地
区
説
明
会

（
西
原
地
区
）の
様
子

上野原駅周辺整備基本計画（素案）に関する地権者および地区説明会の主な意見

▲
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増減率（％）

7.5
1.3
3.8
皆減
皆減
1.5
0.8

△3.6
△1.8
2.1
4.9
2.2

△0.1
0.1
25.2

△46.8
0.9
1.3
14.1
29.7
5.2

本年度予算額

11,489,284
6,531,322
2,975,015

0
0

457,602
1,990,439
6,404

714,041
77,703
3,072
99,834
1,516

114,151
40,140
39,564
2,360
2,947
5,088
1,446

18,020,606

会 　 計 　 名

一 般 会 計

特 別 会 計

計

前年度予算額

10,684,525
6,448,906
2,864,740

918
14,022
450,791
1,974,990
6,645

727,306
76,125
2,928
97,661
1,517

114,060
32,052
74,329
2,339
2,908
4,460
1,115

17,133,431

比較

804,759
82,416
110,275
△918

△14,022
6,811
15,449
△241

△13,265
1,578
144
2,173
△1
91

8,088
△34,765

21
39
628
331

887,175

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
病
院
事
業
会
計
の
予
算
は
、

市
議
会
3
月
定
例
会
に
お
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
の
総
額
は
１
1
4
億
８
9
２
8
万
4
千
円
で
、
前
年
度
の
当
初
予

算
に
比
べ
て
8
億
4
7
5
万
9
千
円（
７
・
5
％
）の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
低
迷
す
る
経
済
状
況
を
受
け
、
国
、
地
方
と
も
に
税
収
が
大
き

く
減
少
す
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
当
初
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
事
務
事
業
や
入
札
制
度
の
見
直
し
等
を
実
施
し
な
が
ら
、
経
費
節

減
を
徹
底
し
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
財
源
を
、
重
要
な
政
策
課
題
等
へ
配

分
し
ま
し
た
。
課
題
と
な
っ
て
い
る
少
子
高
齢
化
社
会
対
策
と
し
て
、

子
育
て
世
代
・
高
齢
者
へ
の
支
援
と
と
も
に
、
教
育
・
福
祉
・
医
療
分

歳入 
11,489,284 
（100％） 

自主財源 

依存財源 
 7,465,229（65.0％） 

 4,024,055（35.0％） 

市債
1,659,600
（14.4％）

県支出金
1,054,724
（9.2％）

国庫支出金
734,003
（6.4％）

地方交付税
3,421,686
（29.8％）

その他自主財源
　　　分担金および負担金、使用料および手数料、

財産収入、寄附金、繰越金、諸収入　

490,777（4.3％）

市税 
3,229,733 
（28.1％） 

その他依存財源 
　地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、 

　　株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、 
　　ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、 

地方特例交付金、交通安全対策特別交付金 
595,216（5.2％） 

 

 
繰入金
303,545
（2.6％）

 

 

 

 

 

 

★一般会計歳入の内訳（単位：千円）

予算一覧表 （単位：千円）

国 民 健 康 保 険

国民健康保険（直営診療施設勘定）

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス 事 業

公 共 下 水 道 事 業

簡 易 水 道 事 業

教 育 奨 励 資 金

大 目 財 産 区

甲 東 財 産 区

巌 財 産 区

島 田 財 産 区

上 野 原 財 産 区

檜 尾 根 外 十 二 恩 賜 林 保 護 財 産 区

小金沢土室山恩賜県有財産保護組合西原分収益事業

秋 山 財 産 区

西棚ノ入外十一恩賜林保護財産区

内
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

上野原市予算
（7.5％）増の114億8,928万4千円

野
へ
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し
、
人
件
費
の
抑
制
や
市
債
の
発
行
を
必

要
最
小
限
に
抑
え
る
な
ど
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
の
軽
減
や
、
経
常
的

な
経
費
の
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
予
算
に
お
け
る
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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歳出 
11,489,284 
（100％） 

 

 

教育費 
935,592 
（8.1％） 

衛生費 
2,188,203 
（19.0％） 

公債費 
2,014,633 
（17.5％） 

民生費 
2,839,063 
（24.7％） 

総務費 
1,385,952 
（12.1％） 

土木費 
904,608 
（7.9％） 

消防費 
566,018 
（4.9％） 

農林水産業費 
263,866（2.3％） 

その他 
　　　議会費、労働費、商工費、 

災害復旧費、予備費 
353,373 
（3.1％） 

 

 

諸支出金 
37,976 
（0.3％） 

 

 

 

 

 

★一般会計歳出の内訳（単位：千円）

病
院
事
業
会
計
当
初
予
算
の
収
益
的

収
支
は
、
3
億
6
7
8
3
万
円
で
、
前

年
度
予
算
に
比
べ
て
、
1
8
8
5
万
5

千
円（
4
・
9
％
）の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
事
業
収
益
で
は
、
そ
の
他
医
業

収
益
と
し
て
、
1
億
8
2
3
万
3
千
円

を
見
込
み
、
ま
た
、
医
業
外
収
益
で
は
、

他
会
計
負
担
金
・
そ
の
他
医
業
外
収
益

等
で
2
億
5
9
5
9
万
4
千
円
、
特
別

利
益
と
し
て
3
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
見
込

ん
で
い
ま
す
。
事
業
費
用
で
は
、
医
業

費
用
と
し
て
委
託
料
・
賃
借
料
等
で
3

億
5
2
4
3
万
7
千
円
、
医
業
外
費
用

と
し
て
企
業
債
償
還
利
息
・
繰
延
勘
定

用語解説
《歳入》
市　税 市民税や固定資産税など
繰入金 各種基金からの繰入金など
分担金および負担金 保育料、老人ホー
ム入所者負担金など
使用料および手数料 市営住宅使用料
文化ホール使用料など
財産収入 土地貸付収入など
繰越金 前年度から持ち越したお金
諸収入 他の収入科目に含まれない収入
地方交付税 市の財政力などに応じて国
から交付されるお金
国庫支出金　特定の目的のために国から
交付されるお金
県支出金　特定の目的のために県から交　
付されるお金
市　債　事業を行うために国や金融機関
などから借り入れるお金
地方譲与税 一旦国税として徴収された
その後、市町村に譲与される税。地方
揮発油譲与税や自動車重量譲与税など

地方消費税交付金　消費税の5分の1は地
方消費税として、県並びに市町村に交
付されます。

ゴルフ場利用税交付金 県が収納したゴ
ルフ場利用税の１０分の７が、ゴルフ
場所在の市町村に交付されます。

自動車取得税交付金 県に納付された自
動車取得税の約70％が市町村に交付さ
れます。

《歳出》
議会費 議会活動にかかる経費
総務費 市の全般的な事務経費など
民生費 児童・高齢者福祉や生活保護な
どの経費
衛生費 健康にして衛生的な生活環境を
保持するための経費
労働費 労働者の生活安定や勤労青少年
ホームの維持管理のための経費
農林水産業費 農業、林業の振興などの　
経費
商工費 商工業の振興や観光宣伝などの
経費
土木費 道路、河川、市営住宅の整備な
どの経費
消防費 消防、救急業務、地域防災のた
めの経費
教育費 教育委員会、幼稚園、小中学校
等、全ての教育に関する経費
災害復旧費 災害復旧工事などの経費
公債費 過去の借入金の返済金
諸支出金 各種基金への積立金

平成2 3年度
前年度比8億475万9千円

償
却
等
1
4
8
9
万
円
、
特
別
損
失
3

千
円
、
予
備
費
50
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
資
本
的
収
支
は
、
前
年
度
に
引

き
続
き
新
病
院
建
設
事
業
を
主
な
事
業

と
し
た
資
本
的
収
入
と
し
て
企
業
債
9

億
2
8
9
0
万
円
、
一
般
会
計
出
資
金

7
億
9
4
3
7
万
円
、
県
支
出
金
8
億

8
0
7
2
万
2
千
円
、
長
期
貸
付
金
返

還
金
2
2
2
0
万
円
、
資
本
的
支
出
と

し
て
建
設
改
良
費
26
億
6
8
5
6
万
5

千
円
、
企
業
債
償
還
金
等
1
3
1
6
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

企
業
会
計
予
算
　
病
院
事
業
会
計



広報うえのはら　No.75  6

平成23年度の主な事業（一般会計）

●防災諸費・・・・・・・・・・・・・10,654千円

非常時の備蓄食料（大型乾パン）や、自主防災組織
資機材、災害用衛星携帯電話設置などの防災事業
●耐震性貯水槽建設事業・・・・・・19,934千円
地域防災体制を維持するための耐震性貯水槽を建

設し、非常時に備えるための事業
●高規格救急車更新事業・・・・・・・30,230千円

傷病者を安全に搬送できるよう高規格救急車の更
新する事業
●消防団消防ポンプ自動車購入費・・・16,165千円

老朽化した甲東分団のポンプ車両を更新する事業

●新病院建設費に対する出資金・・・787,327千円
上野原市立病院の建設費用の財源とするため、一

般会計から出資するもの
●予防接種事業　・・・・・・・・・・68,749千円

新型インフルエンザ、ヒブワクチン、小児肺炎球
菌ワクチン、日本脳炎などの予防接種を行う事業
●出産奨励祝金・・・・・・・・・・18,800千円
第1子5万円、第2子10万円、第3子以降50万円の出

産奨励祝金を支給する事業
●子ども医療助成事業・・・・・・・72,456千円
子どもの健やかな成長と保護者の医療費の軽減を

図るため中学3年生までの医療費を助成する事業

安心して健やかに暮らせる都市

高い水準の福祉都市

学びの文化交流都市

●学校適正配置推進事業　・・・・・・7,820千円
平成24年4月に大鶴・上野原・棡原小学校の適正

配置を行うための事業
●スクールバス等購入事業・・・・・32,780千円
適正配置を推進するため、スクールバス7台を購

入する事業
●上野原中学校空調整備事業・・・・14,522千円
上野原中学校職員室に空調設備を整備する事業

●小学校維持管理費・・・・・・・・92,482千円
小学校7校の維持管理に関する経費

●中学校維持管理費・・・・・・・・78,703千円
中学校4校の維持管理に関する経費

●山梨県営生活関連林道開設事業負担金（南線・
北線）・・・・・・・・・・・・・・13,400千円

林道富士東部線の整備を行う事業
●商工業振興事業・・・・・・・・・64,638千円
市商工会や工場設置奨励条例・企業立地促進条例

に基づく企業に対して補助を行い地域産業の振興を
図る事業
●用排水施設整備事業・・・・・・・・7,500千円
上野原用水の老朽化した水路トンネルを改修し

て、安定した農業用水等を供給するための事業

きらりと光る産業都市

▲林道富士東部線の整備

▲災害用衛星携帯電話

▲新病院完成イメージ図

▲適正配置が進む小学校
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●上野原駅周辺整備事業・・・・・・87,071千円
上野原駅周辺整備計画基本構想、基本計画、事業

化の検討結果をもとに基本的な調査、測量および設
計等を行うための事業
●中央自動車道スマートＩＣ関連事業・4,022千円
談合坂サービスエリアのスマートＩＣ設置に向け

た検討業務のための事業費
●情報通信基盤整備事業・・・・・・286,780千円
各家庭まで光ファイバーを敷設し、住民サービス

の向上を図るとともに、地域間の情報通信格差を是
正するための事業
●市地域公共交通活性化事業・・・・・6,300千円
高齢者や運転困難者などの交通弱者を中心とする

公共運送手段を確保するための事業

利便性の高い快適な都市

市民と行政が連携した都市

●事務嘱託員等関係費・・・・・・・13,020千円

事務嘱託員（区長）等として市広報紙や区内回覧
の配布など市と市民との間の連絡調整を行ってもら
うための経費
●電子申告システム導入事業・・・・・1,226千円

地方税等の申告をインターネットでできるように
する全国共通の電子申告システムを導入し、市民の
利便性の向上を図る事業
●公園管理事業・・・・・・・・・・・2,474千円

市と市民が市内公園の維持管理を行う事業

●県議会議員選挙、農業委員会委員選挙
●電子申告システム導入事業

●市地域公共交通活性化協議会負担金

●太陽光発電システム導入助成金事業

●地域自殺対策緊急強化事業

●ヒブワクチン接種事業

●小児肺炎球菌ワクチン接種事業

●農道大地向線整備事業

●用排水施設整備事業

●耐震性貯水槽建設事業

●高規格救急車更新事業

●社会資本整備総合交付金事業

ほか

●市議会議員選挙、参議院議員選挙、県知事選挙
●国勢調査事業

●上野原小学校耐震補強事業

●市民会館解体事業

●森林整備地域活動支援交付金事業

●島田地区河川公園公衆トイレ事業

ほか

平成23年度の主な新規事業

平成22年度の主な終了事業

▲耐震補強工事が完了した上野原
小学校

▲島田地区河川公園に設置した公
衆トイレ

▲上野原駅周辺の風景

▲市と市民のパイプ役である事務嘱託員
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東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
支
援
を
行
い
ま
し
た

《
人
的
支
援
活
動
》

市
で
は
、
市
消
防
職
員
を
被
災
地
支
援
活

動
の
た
め
、
4
月
4
日
現
在
で
、
緊
急
消
防

援
助
隊
山
梨
県
隊
と
し
て
6
回
に
わ
た
り
宮

城
県
岩
沼
市
、
気
仙
沼
市
に
派
遣
し
ま
し
た
。

●
第
1
回
（
第
1
次
隊
）

3
月
11
日
〜
15
日
の
5
日
間
、
市
消
防
職

員
を
5
名
派
遣
し
、
主
に
救
命
救
急
活
動
、

避
難
者
の
誘
導
、
被
災
状
況
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

●
第
2
回
（
第
2
次
隊
）

3
月
14
日
〜
18
日
の
5
日
間
、
市
消
防
職

員
を
5
名
派
遣
し
、
主
に
検
索
、
救
命
救
急

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

●
第
3
回
（
第
3
次
隊
）

3
月
17
日
〜
21
日
の
5
日
間
、
市
消
防
職

員
を
5
名
派
遣
し
、
主
に
検
索
、
救
命
救
急

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

●
第
4
回
（
第
4
次
隊
）

3
月
20
日
〜
24
日
の
5
日
間
、
市
消
防
職

員
を
5
名
派
遣
し
、
主
に
検
索
、
救
命
救
急

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

●
第
5
回
（
第
5
次
隊
）

3
月
23
日
〜
27
日
の
5
日
間
、
市
消
防
職

員
を
5
名
派
遣
し
、
主
に
検
索
、
救
命
救
急

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

●
第
6
回
（
第
8
次
隊
）

4
月
1
日
〜
3
日
の
3
日
間
、
市
消
防
職

員
を
5
名
派
遣
し
、
主
に
検
索
、
救
命
救
急

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
庶
務
担
当
（
蕁

62
│

4
1
1
1
）

《
金
銭
的
支
援
活
動
》

市
で
は
、
大
震
災
に
と
も
な
う
被
災
者
へ

の
義
援
金
を
募
集
し
、
多
く
の
み
な
さ
ん
か

ら
温
か
い
善
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
せ

ら
れ
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
へ
届
け
ら
れ
ま

す
。な

お
、
集
ま
っ
た
義
援
金
額
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

な
お
、
義
援
金
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
義
援
金
額

1
0
9
9
万
4
7
5
9
円（
4
月
19
日
現
在
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総
務
担
当

（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

《
物
的
支
援
活
動
》

市
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
届
け
ら
れ
た
物

資
を
4
月
15
日
現
在
で
2
便
に
わ
た
り
気
仙

沼
市
に
届
け
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
第
1
便

3
月
25
日
、
市
職
員
4
名
が
、
市
公
用
車

2
台
で
毛
布
や
米
な
ど
の
支
援
物
資
を
輸
送

し
ま
し
た
。

●
第
2
便

4
月
15
日
、
市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
合
同
に
よ
り
、
市
職
員
3
名
と
市
社
会
福

祉
協
議
会
職
員
2
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
転

手
2
名
が
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
紙
お
む
つ
や
食
料
品
な
ど
の
支
援
物

資
を
輸
送
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防
災
担
当

（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

市
で
は
、
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
と
も
な
い
、
人
的
・
金
銭
的
・
物
的

支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
を
、
被
災
さ
れ
た
方
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。

▲市消防職員が被災地で救命救急活動をする
様子

▲3月25日、支援物資を積んだ公用車2台が
市役所を出発する様子

▲4月16日、市民のみなさんから集めた支援物資を気
仙沼市の現地スタッフに手渡す様子
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設置義務化！！

住宅用火災警報器を設置しましょう！！

住
宅
用
火
災
警
報
器
普
及
率

山
梨
県
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
普
及
率

は
、
総
務
省
消
防
庁
の
普
及
率
推
計
結
果
に

よ
る
と
、
平
成
22
年
6
月
で
34
・
4
％
、
12

月
で
42
・
5
％
と
全
国
で
2
回
連
続
下
か
ら

2
番
目
と
い
う
結
果
で
し
た
。

山
梨
県
内
の
消
防
本
部
別
の
普
及
率
と
上
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 1 月 日
住宅用火災警報器は、消防法の改正により、新築の住宅は既に平成18年6月1日から設置

が義務付けられています。また、既存の住宅については上野原市火災予防条例により、

平成23年6月1日から設置が義務付けられます。

野
原
市
内
各
地
区
の
普
及
率
は
次
の
表
の
と

お
り
で
す
。

全
国
平
均
63
・
6
％（
12
月
時
点
）と
比
較

す
る
と
か
な
り
低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
未
設
置
は
、
命
に

も
か
か
わ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
早
め
に
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
。

消防本部名

富士五湖

甲府地区

大月市

東山梨

峡北

峡南

都留市

笛吹市

上野原市

南アルプス市

普及率

48.7％
47.0％
40.7％
40.4％
40.3％
37.1％
36.9％
36.6％
35.1％
34.5％

地区名

大目地区

甲東地区

巌地区

大鶴地区

島田地区

上野原地区

棡原地区

西原地区

秋山地区第一

秋山地区第二

普及率

61.9％
77.3％
49.9％
55.7％
51.2％
39.3％
49.9％
81.2％
43.1％
18.6％

消防本部別普及率 上野原市内地区別普及率

山梨県普及率平均「42.5％」 上野原市普及率平均「49.2％」

平成23年1月時点平成22年12月時点

※上野原市内地区別普及率は、消防団などが全世帯を訪問調査し、
市消防本部が集計したものです。

※秋山地区第一（無生野・浜沢・原・尾崎・寺下・板崎・遠所・大地・
栗谷・中野）

※秋山地区第二（神野・小和田・古福志・桜井・金山・富岡・一古沢・
安寺沢）

山梨県は住宅用火災警報器の普及率が
全国で「下から2番目」

住
宅
用
火
災
警
報
器

「
設
置
済
シ
ー
ル
」
の
配
布

市
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
団
、
危
険

物
安
全
協
会
で
は
、
市
の
火
災
予
防
条
例
で

警
報
器
の
必
要
な
場
所
に
警
報
器
が
設
置
さ

れ
て
い
る
住
宅
（
世
帯
）
に
対
し
て
、「
設

置
済
シ
ー
ル
」
を
無
償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
市
消
防
本
部
、
各
消
防
出
張
所

で
は
、
警
報
器
が
設
置
し
て
あ
る
住
宅
に

「
設
置
済
シ
ー

ル
」
を
無
償
配

布
し
ま
す
。

※
無
償
配
布
時

に
は
、
設
置

に
関
す
る
聞

き
取
り
を
行

い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入

警
報
器
の
購
入
は
、
信
頼
の
お
け
る
市
内

の
警
報
器
販
売
店
や
取
扱
店
（
問
い
合
わ
せ

市
商
工
会
蕁
63
│

0
6
3
8
）、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
や
家
電
量
販
店
な
ど
で
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」

が
つ
い
て
い
る
警
報
器
を
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予
防
担
当

（
蕁
62
―

4
1
1
1
）
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【
上
野
原
地
区
】

諏
訪
　
　
鈴
木
史
郎

塚
場
　
　
渡
邉
英
治

新
一
　
　
横
溝
　
司

新
二
　
　
東
山
圭
一

新
三
　
　
谷
口
文
朗

本
一
　
　
野
　
　
忠

本
二
　
　
富
田
裕
久

本
三
　
　
山
　
　
悠

原
　
　
　
佐
藤
正
明

田
町
　
　
鷹
取
光
正

新
田
倉
　
相
馬
　
清

羽
佐
間

中
村
勇
男

小
沢
　
　
尾
形
正
大

西
シ
原
　
水
越
庸
夫

新
井
　
　
倉
田
　
功

八
米
　
　
桑
原
富
士
雄

山
風
呂
　
佐
藤
定
洋

向
風
　
　
矢
島
　
亮

先
祖
・
丸
畑
　
山
本
輝
雄

奈
須
部
　
杉
本
元
男

小
沢
団
地
　
佐
藤
栄
一

小
沢
東
団
地
　
小
山
　
稔

【
棡
原
地
区
】

尾
続
　
　
倉
田
　
清

用
竹
　
　
秦
野
勝
利

井
戸
　
　
和
田
好
治

小
伏
　
　
市
村
行
弘

椿
　
　
　
岡
部
善
一

猪
丸
　
　
石
井
俊
夫

日
原
　
　

屋
金
正

大
垣
外
　
原
　
愼

【
大
目
地
区
】

日
向
　
　
中
村
秀
樹

花
坂
　
　
上
條
一
雄

東
大
野
　
水
越
孝
道

西
大
野
　
岡
部
善
文

高
橋
　
　
米
山
義
照

南
米
沢
　
一
ノ
宮
久
士

谷
後
　
　
米
山
良
行

日
留
野
　
米
山
　
充

大
田
　
　
上
條
ミ
サ
子

大
沢
　
　
水
越
　
宏

恋
塚
　
　
久
嶋
昭
男

犬
目
　
　
岡
部
公
史

新
田
　
　
伏
見
寛
仁

矢
坪
　
　
大
神
田
光
之
甫

談
合
坂
　
森
屋
守
利

【
甲
東
地
区
】

芦
垣
　
　
守
屋
利
行

和
見
　
　
溝
呂
木
忠
男

瀬
渕
　
　
小
俣
巳
都
留

東
区
　
　
阿
部
喜
一

西
区
　
　
久
島
義
三

棚
頭
　
　
白
倉
忠
雄

荻
野
　
　
尾
形
光
良

野
田
尻
　
上
條
公
仁

【
巌
地
区
】

仲
山
・
大
椚
　
長
尾
省
明

八
ツ
沢
　
保
坂
正
英

松
留
　
　
大
神
田
忠
雄

牧
野
　
　
牧
野
博
行

当
月
　
　
久
島
　
啓

仲
居
　
　
岡
本
房
雄

久
保
　
　
小
俣
郷
之

奥
平
　
　
石
井
末
夫

川
合
　
　
萩
原
公
夫

千
足
　
　
荒
井
一
成

杖
突
・
栃
穴
　
水
越
長
雄

コ
モ
ア
し
お
つ
一
丁
目

井
上
孝
生

コ
モ
ア
し
お
つ
二
丁
目

天
野
　
實

コ
モ
ア
し
お
つ
三
丁
目

金
子
久
雄

コ
モ
ア
し
お
つ
四
丁
目

小
林
博
倫

【
大
鶴
地
区
】

鶴
川
　
　
和
智
　
實

上
野
山
　
松
井
一
雄

大
椚
　
　
尾
形
　
弘

日
野
　
　
市
川
俊
秀

大
倉
　
　
網
野
幸
夫

大
曽
根
　
中
村
照
人

大
曽
根
陽
光
台
　
浅
田
英
一

小
倉
　
　
山
口
　
一

【
島
田
地
区
】

上
新
田
　
佐
藤
　
稔

中
新
田
　
宮
田
憲
次

下
新
田
　
小
俣
　
博

駒
門
　
　
岡
部
　
武

西
区
　
　
志
村
　
　

南
区
　
　
原
田
　
久

東
区
　
　
碓
井
恆
夫

田
野
入
　
内
藤
義
宏

沢
渡
　
　
水
越
榮
一

【
西
原
地
区
】

初
戸
　
　
横
　
清
年

藤
尾
　
　
舩
木
勇
一

田
和
・
上
平
　
舩
木
孝
春

川
通
　
　
降
矢
幹
男

扁
盃
・
下
城
　
宇
津
木
英
浩

郷
原
　
　
脇
坂
順
兒

原
　
　
　
横
　
　
悟

飯
尾
　
　
奈
良
國
雄

【
秋
山
地
区
】

無
生
野
　
菊
池
敏
彦

浜
沢
　
　
佐
藤
英
雄

原
　
　
　
原
田
勝
男

尾
崎
　
　
杉
本
茂
光

寺
下
　
　
小
笠
原
春
雄

板
崎
　
　
天
野
　
洋

遠
所
　
　
佐
藤
　
也

大
地
　
　
志
村
寛
三

栗
谷
　
　
原
田
英
二

中
野
　
　
小
俣
幸
市

神
野
　
　
関
戸
章
仁

小
和
田
　
原
田
良
二

古
福
志
　
野
崎
光
一

桜
井
　
　
原
田
佐
助

富
岡
　
　
原
田
佳
一

一
古
沢
　
原
田
秀
一

安
寺
沢
　
佐
藤
和
光

金
山
　
　
星
野
五
俊

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

事
務
嘱
託
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

平
成
23
年
4
月
1
日
付
け
で
、
次
の
111
人
の
方
々
が
上
野

原
市
の
事
務
嘱
託
員
と
し
て
、
上
野
原
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

（
敬
称
略
）
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子ども手当は
引き続き支給されます
子ども手当は、平成23年4月から9月までの6か月間　これまで
と同じ月額13,000円が引き続き支給されることになりました。

●支給金額 子ども1人につき　月額13,000円

●支給対象となる子ども 0歳から中学校卒業まで
（0歳から15歳になった後の最初の3月31日まで）

●支給月 平成23年　6月（平成23年2月分～5月分）
平成23年10月（平成23年6月分～9月分）

●次の方は、お住まいの市町村への申請手続きが必要です。

・出生などにより、新たに養育する子どもが出来た方
・既に受給していて、出生などにより養育する子どもが増えた方
・既に受給していて、他の市町村から引越しをされた方
●次の方は、手続きの必要はありません。

・既に受給していて、支給対象となる子どもの数に変更がない方
●平成23年6月の現況届の提出は不要です。

ただし、10月に届出・申請などが必要となることがあります。詳しくは、お問い合わせください。
●問い合わせ 福祉課子育て支援担当（蕁62－3115）

ご注意

空き家バンク制度を
創設しました
市では、中山間地域等の空き家の有効活用や、上野原市民と都
市住民の交流拡大および定住促進による地域の活性化を図るため
空き家バンク制度を創設し、空き家等の情報を募集しています。

中山間地域等にある空き家の売買・賃貸を希望す
る所有者から、申込みを受けた空き屋情報をホーム
ページなどで公開し、空き家の利用を希望する方に
情報提供を行う制度です。

空き家バンクの登録を希望される所有者は、登録申
込みが必要です。「空き家バンク登録申込書」を提出
いただくと、間取りなどの状況を確認したうえで、登
録番号を付して空き家バンクに登録されます。

空き家の売買や賃貸を行う際は、当事者間にて手続きいただくか、（社）山梨県宅地建物取引業協会の仲介
にて進めていただきます。売買・賃貸におけるトラブル等を避けるためにも仲介は（社）山梨県宅地建物取引
業協会にお任せすることをお勧めします。
なお、市ではホームページなどによる情報提供は行いますが、仲介は行いません。
また、仲介には、法律で定められた仲介手数料が必要となります。
空き家の売買・賃貸をお考えの方は、お問い合わせください。

●問い合わせ 経済課農村地域づくり担当（蕁62－3119）

空き家バンク制度とは 空き家登録

売買・賃貸を行うには
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東
日
本
大
震
災
を
悼
む

3
月
11
日
、
午
後
2
時
46
分
、

岩
手
県
沖
を
震
源
と
す
る
Ｍ
9
・

0
の
地
震
と
こ
れ
に
と
も
な
う
大

津
波
、
さ
ら
に
福
島
第
一
原
発
損

壊
等
に
よ
る
大
惨
事
は
、
東
日
本

の
み
な
ら
ず
、
日
本
経
済
・
世
界

経
済
に
も
甚
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ

し
て
お
り
、
今
後
の
動
向
が
注
視

さ
れ
ま
す
。

今
回
の
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
、
い
ま
だ
行
方
不
明
の
方
々

に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
現
在

も
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い

る
方
々
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
も
、
震
災
当
日

の
夕
方
に
は
、
消
防
職
員
が
緊
急

消
防
援
助
隊
と
し
て
被
災
地
に
向

か
い
活
動
し
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
救
援
物
資
と
義
援
金
の
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
っ
そ
く
3
月
25
日
に
は
、
救

援
物
資
を
市
職
員
が
直
接
被
災
地

（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）に
届
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
4
月
15
日
に
は
市
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
第
2
便

長 室
だ
よ
り

市
上
野
原
市
長

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

※
こ
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
は
、
陳

情
等
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

●
日
時

5
月
24
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所
　
市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
1
62

―

3
1
1
8
蕭
62
―

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

と
し
て
救
援
物
資
を
積
み
込
み
被

災
地
に
届
け
ま
し
た
。
被
災
地
に

物
資
を
届
け
た
職
員
か
ら
は
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
で
知
る
以
上
に
厳
し

い
状
況
だ
っ
た
と
報
告
を
受
け
て

い
ま
す
。

多
く
の
山
間
地
域
を
抱
え
る
当

市
は
、
東
海
沖
地
震
や
南
関
東
直

下
型
地
震
な
ど
の
大
き
な
災
害
が

予
想
さ
れ
、
甚
大
な
被
害
が
想
定

さ
れ
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
常
日

頃
よ
り
自
助
・
共
助
の
精
神
を
持

つ
と
と
も
に
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
を

身
近
に
置
く
こ
と
や
防
災
訓
練
に

参
加
す
る
な
ど
、
防
災
意
識
を
高

め
災
害
に
備
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
等

助
成
事
業
は
、
神
奈
川
県
企
業
庁

が
県
営
電
気
事
業
に
係
わ
る
発
電

所
、
ダ
ム
、
貯
水
池
の
所
在
市
町

村
に
対
し
、
電
気
事
業
に
対
す
る

理
解
と
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、

電
気
事
業
の
普
及
・
啓
発
を
図
る

目
的
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事

業
」
と
「
教
育
・
研
究
活
動
事
業
」

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
22
年
度
に
、
こ

の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
等

助
成
事
業
を
受
け
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
と
し
て
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
を
購
入
し
た
り
、
教

育
研
究
活
動
事
業
と
し
て
、
テ
レ

ビ
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
購
入

し
ま
し
た
。

購
入
し
た
テ
レ
ビ
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ

コ
ー
ダ
ー
は
、
第
2
保
育
所
と
島

田
保
育
所
に
設
置
し
、
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
環
境
保
全
な

ど
の
普
及
・
啓
発
を
目
的
と
す
る

学
習
用
機
材
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。

こ
の
事
業
の
助
成
期
間
は
、
平

成
30
年
度
ま
で
で
す
。
今
後
も
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
環

境
保
全
の
た
め
に
有
効
な
活
用
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
政
策
推

進
担
当
（
1
62
―

3
1
1
8
）

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
等
助
成
事
業

第
2
保
育
所
に

設
置
し
た
テ
レ
ビ

▲

▲ふれあいトークの様子



13 広報うえのはら　平成23年5月号　　　　　

診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

両角・細川

進藤・※1

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

松山

後藤

桜井

※6

※7

岡本

金曜日

岡本・村田

反頭

小林

長坂

高橋

高橋

川村

須田
※5大野（時間制限）

石井

豊永

交代制

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　5月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

火曜日

岡本・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

※2

交代制

水曜日

両角・津久井大

反頭・牛島

中根

長坂

吉田

吉田

戸島

館野

宮田

長尾

古屋

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

長谷部

喜瀬（予約第1週）
山梨大非常勤医師交代

高橋

平良（予約）

高橋

※3

※4大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 内科の月曜日は、第1・3・5週が前田医師、第2・4週が村田医師の診療となります。
※2 整形外科の火曜日は、第1・3・5週が松原医師、第2・4週が西田医師の診療となります。
※3 整形外科の木曜日は、第2・4週のみ中島医師が診療を行います。
※4 眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
※5 眼科の金曜日の大野医師は、午前10時までに受付した患者様の診療となります。
※6 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※7 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が村田医師、第2・4週が岡本医師が診療を行います。
※診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は4月22日現在の予定です。）

スウェーデンの男女平等
駐日スウェーデン大使館一等書記官のブロンベリさん

は、現在34歳で、3歳と5歳の息子の母親です。先日、新
日本婦人の会が東京都内で開いた「ジェンダー平等講座」
でスウェーデンの男女平等を語っています。
彼女と夫はそれぞれフルタイムで働きながら育児、家

事を両立させ、彼女が1年、夫は半年の育児休暇をとっ
たそうです。そして半年前、彼女が日本に赴任するに当
たって、夫は仕事を辞め、一緒に来日して家事と育児を
分担しているとのことにまず驚かされました。
スウェーデンが大きく変化したのは1970年代、労働力

不足から女性の労働参加が不可欠となり、労働組合、政
府、企業の三者が「どのような社会を目指すのか」の一
点で協定を結び合意したことの重要性が強調されまし
た。日本でいうワークライフバランスだと思います。
それを実現するために最も決定的だったのは公的な保

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.57

育園を作ったことだそうです。保育園は午前6時半から
午後6時半までの開園が自治体に義務付けられ、保育料
は収入によって決められ、第1子は収入の最大3％、第2
子は2％、第3子は1％、第4子からは無料とのことです。
そして教育費は大学まで無料です。
更に大きく前進したのが育児休業制度。育休は両親合

わせて最大480日、父母それぞれ240日取得でき、うち60
日間は配偶者に譲ることができないとの事です。父親の
85％が育休を取得しており、男女双方が育休を60日間を
超えて取得したら、それぞれ約17万円の税還付のボーナ
スが出るそうです。雇用主は労働者の育休を拒否できな
い事になっています。「IKEA、H&M、エリクソンなど
の世界的企業は、自国に基盤を置き、経済危機のもとで
も成長をとげているとの話でした。
スウェーデン政府は、教育、雇用、社会政策などあら

ゆる分野で、男女平等をいかに実現するかの政策づくり
を義務付けられ、毎年約51億円を支出しているとのこと
でした。女性の国会議員比率が世界で最も高く（47％）、
女性が能力を発揮することで、福祉と経済発展につなが
っているという話はとても重要な指摘だと感じました。
（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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任
意
予
防
接
種
の

助
成
に
つ
い
て

《
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
》
　

子
宮
頸
が
ん
は
、
1
0
0
種
類

以
上
あ
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス（
H
P
V
）が
原
因
で
発
症
し

ま
す
。
今
回
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
そ

の
う
ち
の
16
型
・
18
型
に
効
果
が

あ
り
、
こ
の
2
つ
の
型
で
、
子
宮

頸
が
ん
の
発
症
を
70
％
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

①
中
学
1
年
生
〜
高
校
1
年
生
相

当
の
女
子
（
平
成
7
年
4
月
2

日
〜
平
成
11
年
4
月
1
日
生
）

②
高
校
2
年
生
相
当
の
女
子
（
平

成
6
年
4
月
2
日
〜
平
成
7
年

4
月
1
日
生
）

※
た
だ
し
、
②
の
女
子
に
つ
い
て

は
、
9
月
30
日
ま
で
に
第
1
回

目
を
接
種
し
た
者
に
限
る
。

■
接
種
回
数

約
6
か
月
の
う
ち

に
3
回
接
種

■
助
成
金
額

1
万
5
千
円

※
1
回
の
接
種
に
つ
き
右
記
金
額

を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

①
市
内
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
は
、
接
種
日
を
各
医
療
機
関

に
予
約
し
た
後
、「
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助

成
証
明
申
請
書
」
を
保
健
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
後
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
証
明

書
」
を
発
行
し
ま
す
。

※
こ
の
証
明
書
を
持
参
す
れ
ば
、

医
療
機
関
窓
口
で
接
種
費
用
の

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
予
防
接
種
対
象
者
に
は
、
す
で

に
個
別
通
知
の
中
に
前
記
の
申

請
書
を
同
封
し
て
あ
り
ま
す

が
、
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方

や
、
紛
失
し
た
場
合
は
、
印
鑑

を
持
参
し
保
健
セ
ン
タ
ー
に
用

意
し
て
あ
る
申
請
書
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

②
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る

場
合
は
、
接
種
予
約
前
に
必
ず

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

菌
ｂ
型（
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
）お
よ
び

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
》

細
菌
が
血
液
に
侵
入
し
、
脳
膜

（
髄
膜
）
に
感
染
す
る
細
菌
性
髄

膜
炎
を
予
防
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

生
後
2
か
月
か

ら
5
歳
未
満
の
乳
幼
児

■
接
種
回
数

対
象
児
の
月
（
年
）

に
よ
り
回
数
が
違
い
ま
す
。

■
助
成
期
間

平
成
22
年
５
月
１

日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
接

種
分

※
対
象
児
に
は
、
通
知
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
詳
細
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
助
成
金
額

①
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
　
・
8
千
円

②
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
・
1
万
円

※
そ
れ
ぞ
れ
1
回
の
接
種
に
つ
き
助

成
金
額
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

①
市
内
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
各
医
療
機
関
に
接
種
日
を

予
約
し
た
後
、「
ヘ
モ
フ
ィ
ル

ス
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
ワ

ク
チ
ン
お
よ
び
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
予
診

票
」
を
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
予
診
票
を
持
参
す
れ
ば
、

医
療
機
関
窓
口
で
そ
れ
ぞ
れ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

②
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る

場
合
は
、
接
種
予
約
前
に
必
ず

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
提
出
な
ど
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当
（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
っ
と
・
ら

く
っ
と
で
は
、「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
は
、
誰
で
も
起
こ
り
う

る
脳
の
病
気
で
す
。
85
歳
以
上
に

な
る
と
4
人
の
う
ち
1
人
は
認
知

症
の
症
状
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

認
知
症
の
方
や
家
族
は
、
多
く

の
不
安
を
抱
え
、
安
心
し
て
過
ご

す
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
地

域
や
周
り
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
で
す
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
も
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

し
、
認
知
症
の
正
し
い
知
識
を
高

め
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の

方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

6
月
12
日（
日
）午
後
2

時
か
ら
4
時
ま
で

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階

●
対
象
者

市
内
在
住
の
方

●
持
ち
物

筆
記
用
具

●
参
加
費

無
料

●
主
催

N
P
O
法
人
も
っ
と
・

ら
く
っ
と

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

※
今
後
も
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
職
域
や
広
域
の
団
体
、

企
業
等
の
従
事
者
の
方
や
学
校

の
児
童
生
徒
な
ど
を
対
象
と
し

た
出
張
講
座
も
行
い
ま
す
。
出

張
講
座
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）、
N
P
O
法
人
も
っ
と
・

ら
く
っ
と
（
蕁
56
│

8
2
7
1
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

▲昨年の養成講座で行われた演劇の様子



★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入

者、75歳以上の後期高齢者医療制度の
被保険者

◎健 診 料 自己負担金14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関へ直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち
物など、詳細は各実施機関へお問い合わせくだ
さい。

★乳幼児健診（5/1～6/15の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★子宮頸がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸がん検診
※医師の判断で子宮頸体部がん検診を実施した場
合の自己負担金は2,200円となります。

◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院・
稚枝子おおつきクリニック

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

申込み・問い合わせ
0554－62－5121

0120－28－5592

042－644－3721

055－263－7071
042－622－7268

実施機関
上野原市立病院

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

クアハウス石和（笛吹市）
多摩相互病院（八王子市）

送迎
なし

一部あり

なし

一部あり
なし

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお
問い合わせください。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」、「お友だちと上手に遊べない」などの悩みご
との相談を行っています。
◎日　　時 5月23日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の就学前のお子さんと保護

者。
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★骨粗鬆症検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成24年4月1

日までに次の年齢に成る女性　
40・45・50・55・60・65・70歳

◎検 診 料 700円
◎内 　 容 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日 5月17日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関 上野原市立病院
◎申 込 み 直接、上野原市立病院へ申し込んで

ください。
◎受付時間 午後1時～5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★ポリオ集団接種
予約は不要ですが、会場の都合上、なるべく指定さ

れた日に受けてください。ただし、兄弟で接種する方
がいる場合および指定された日に特段の理由で都合が
つかない場合は指定日以外に受けることも可能です。
しかし、ワクチンを用意する都合がありますので、前
日までに保健センターへご連絡ください。
◎受付時間 午後1時15分～1時40分
◎場　　所 上野原市立病院4階
◎持 ち 物 予診票・母子健康手帳・体温計・筆

記用具
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問い合わせ 
 
 

 

 
保健担当 
電話 62-4134 

 

  

 

 

3～4か月児

9～10か月児

1歳6か月児

3 歳 児

該当児

平成22年12月15日～
平成23年1月28日生

平成22年7月1日～8月15日生
平成21年10月1日～11月15日生
平成20年1月1日～2月15日生

実施日

5月13日（金）

5月17日（火）
5月19日（木）
6月 7日（火）

春
　
　
期

5月11日（水）
5月12日（木）
5月24日（火）
5月25日（水）
5月31日（火）
9月27日（火）
9月28日（水）
10月 6日（木）
10月13日（木）
10月21日（金）

平成21年3月31日以前生
平成21年4月1日～9月30日生
平成21年10月1日～平成22年3月31日生
平成22年4月1日～7月31日生
平成22年8月1日以降生
平成21年9月30日以前生
平成21年10月1日～平成22年3月31日生
平成22年4月1日～7月31日生
平成22年8月1日～12月31日生
平成23年1月1日以降生

秋
　
　
期

実施日 該当児

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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第
7
回
上
野
原
市
民
合
唱
祭

参
加
者
募
集

上
野
原
市
民
合
唱
祭
実
行
委
員

会
で
は
、
第
7
回
上
野
原
市
民
合

唱
祭
を
開
催
し
ま
す
。

上
野
原
の
合
唱
団
で
あ
れ
ば
、

少
年
少
女
か
ら
高
齢
者
ま
で
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日

11
月
27
日（
日
）

●
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

※
主
催
　
第
7
回
上
野
原
市
民
合

唱
祭
実
行
委
員
会

※
後
援
　
上
野
原
市
教
育
委
員
会

他
●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

5
月
31
日（
火
）

ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

第
7

回
上
野
原
市
民
合
唱
祭
事
務
局

遠
藤
（
蕁
63
│

1
4
2
0
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
、
農
地
を

農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
5
月
の
申
請
書
提
出
期
限

5
月
10
日（
火
）ま
で

※
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
農
業
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3
1

1
9
）

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
開
催
の
お
知
ら
せ

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
は
、
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）や
家
族
の

方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や
情
報
交

換
、
ま
た
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
の
話
し
合
い
や
勉
強
会
を
奇
数

月
の
第
3
水
曜
日
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

5
月
18
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

市
役
所
展
示
室
3

●
問
い
合
わ
せ

ド
リ
ー
ム
宝
・

森
島（
蕁
23
│

0
4
6
0
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

お
知
ら
せ

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
支
部
で
は
、
危
険
物
取
扱

者
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
種
類

甲
種
・
乙
種（
全

類
）・
丙
種

●
試
験
日
・
会
場

 

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。

※
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
と
も

な
う
計
画
停
電
を
実
施
す
る
場

合
、
照
明
や
冷
暖
房
が
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
保
護
者
の
方
は
、

お
子
さ
ん
の
体
温
調
節
が
で
き

る
服
装
や
体
調
に
十
分
注
意
し

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

5
月
6
日（
金
）、11
日

（
水
）、18
日（
水
）、25
日（
水
）、
6

月
1
日（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
第
2
、
4
週

の
午
前
11
時
〜
正
午
）」
開
設

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

・
6
月
12
日（
日
）都
留
文
科
大
学

（
都
留
市
田
原
3
―

8
―

1
）

・
6
月
19
日（
日
）山
梨
英
和
大
学

（
甲
府
市
横
根
町
8
8
8
）

●
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請
　
5
月
9
日（
月
）〜

5
月
16
日（
月
）

・
電
子
申
請
　
5
月
6
日（
金
）〜

5
月
13
日（
金
）

※
書
面
・
電
子
申
請
と
も
に
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
。

●
願
書
受
付
場
所

消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部（
郵

送
可
）

※
願
書
は
市
消
防
本
部
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務

課
予
防
担
当
（
蕁
62
―

4
1
1

1
）

上
野
原
市
体
育
祭
り

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

市
体
育
協
会
で
は
、
東
日
本
大

震
災
に
と
も
な
う
計
画
停
電
や
節

電
等
を
考
慮
し
、
平
成
23
年
度
上

野
原
市
体
育
祭
り
の
開
催
を
中
止

し
ま
す
。

な
お
、
毎
年
開
催
式
に
行
っ
て

い
た
表
彰
（
感
謝
状
、
栄
誉
賞
、

功
労
賞
、
精
励
賞
）
に
つ
い
て
は
、

実
施
し
ま
す
。
表
彰
者
に
は
、
後

日
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。
ご
確

認
の
う
え
、
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
体
育

協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
内

蕁
62
―

3
4
0
9
）

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

市
ゴ
ル
フ
連
盟
で
は
、
平
成
23

年
度
上
野
原
市
体
育
祭
り
ゴ
ル
フ

競
技
の
部
兼
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ

選
手
権
大
会
を
中
止
し
、「
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
　
5
月
26
日（
木
）

●
会
場

レ
イ
ク
相
模
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
費

1
人
3
5
0
0
円

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
1
千
円
、
賞

品
代
、
パ
ー
テ
ィ
ー
代
含
む

●
プ
レ
ー
代
　
1
万
3
5
0
0
円

※
キ
ャ
デ
ィ
・
食
事
・
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
付
き
、
消
費
税
込
み

※
そ
の
他
は
、
別
料
金
と
し
ま
す
。

●
定
員
　
100
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
各
地
区
役
員
を
通

し
て
事
務
局
に
申
し
込
む

●
申
込
期
限
　
5
月
13
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
事
務
局
（
市
ゴ
ル
フ
連

盟
事
務
局
蕁
0
9
0
―

7
7
3

3
―

7
1
8
8
）
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や
ま
び
こ
支
援
学
校
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校
で

は
、
本
校
の
教
育
活
動
を
、
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
、
授
業
や
校
内

の
様
子
を
公
開
し
た
り
、
教
育
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時

6
月
1
日（
水
）午
前
9

時
30
分
〜
正
午（
受
付
　
午
前

9
時
15
分
〜
9
時
30
分
）

●
場
所
　
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学

校（
〒
4
0
9
│

0
5
0
1

大

月
市
富
浜
町
宮
谷
1
4
9
7
）

●
申
込
期
限

5
月
20
日（
金
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
山
梨

県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校
支
援

指
導
部
（
田
中
・
権
正
）（
蕁

23
│

1
9
4
3
）

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

市
消
防
本
部
で
は
、応
急
手
当
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

5
月
28
日（
土
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
期
限

5
月
23
日（
月
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
の
一
部
補
助

市
で
は
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

を
促
進
し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

と
環
境
保
全
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
個
人
が
設
置
す
る
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者
　

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
23

上
野
原
地
区
に
お
住
ま
い
の
酒
井

信
俊
さ
ん
が
、
市
議
会
の
同
意
を
受

け
、
3
月
31
日
付
け
で
上
野
原
市
教

育
委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ
、
同
日

付
け
で
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

教
育
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
長
に
酒
井
信
俊
さ
ん 上

野
原
地
区
に
お
住
ま
い
の
山
●

範
夫
さ
ん
が
、
市
議
会
の
同
意
を
受

け
、
4
月
1
日
付
け
で
上
野
原
市
副

市
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

副
市
長
に
山
　
範
夫
さ
ん

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

年
4
月
1
日
以
降
に
自
ら
居
住

す
る
市
内
の
住
宅
等
に
シ
ス
テ

ム
を
設
置
ま
た
は
シ
ス
テ
ム
が

設
置
さ
れ
た
建
売
住
宅
を
購
入

し
た
者

・
電
力
会
社
と
電
気
受
給
契
約
を

締
結
し
た
者

・
過
去
に
当
該
補
助
金
を
受
け
て

い
な
い
者

●
対
象
シ
ス
テ
ム
　

・
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称

最
大
出
力
の
合
計
値
が
「
10
キ

ロ
ワ
ッ
ト
未
満
」
の
も
の

・
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
あ
り
で

連
携
し
た
シ
ス
テ
ム

・
未
使
用
品

・
国
の
補
助
対
象
と
な
る
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
機
種

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る
者

●
補
助
金
額
　
3
万
円

●
補
助
予
定
件
数
　
30
件

●
申
請
期
間
　
5
月
9
日（
月
）

〜
平
成
24
年
2
月
29
日（
水
）

●
申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添

え
て
シ
ス
テ
ム
設
置
後
3
か
月

以
内
に
持
参
ま
た
は
郵
送

※
申
請
書
お
よ
び
必
要
書
類
等
に

つ
い
て
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

帝
京
科
学
大
学

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
し
た
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
お
好
き
な
回

を
ど
な
た
で
も
無
料
で
受
講
で
き

ま
す
。

な
お
、
こ
の
講
座
は
「
キ
ャ
ン

パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
の
連
携

講
座
で
す
。

●
講
演
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

●
開
催
時
間

午
前
11
時
20
分
〜

午
後
0
時
50
分

●
開
催
場
所

帝
京
科
学
大
学
上

野
原
キ
ャ
ン
パ
ス
本
館
棟

●
受
講
料

無
料

●
定
員

各
回
30
名

●
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
受
付
は
、
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
4
時
30
分
（
土
日
祝
日

除
く
）

※
予
定
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
帝
京
科
学
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.n
tu
.a
c
.jp

●
問
い
合
わ
せ

帝
京
科
学
大
学

上
野
原
キ
ャ
ン
パ
ス
管
理
係

（
蕁
63
―

6
9
1
1
）

包
丁
研
ぎ
と
子
ど
も
大
工
さ

ん
フ
ェ
ア
開
催
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
建
設
組
合
で
は
、毎
年

恒
例
の
包
丁
研
ぎ
と
子
ど
も
た
ち

が
工
作
や
ペ
ン
キ
塗
り
な
ど
を
楽

し
く
体
験
で
き
る
子
ど
も
大
工
さ

ん
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

6
月
19
日（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所

旧
上
野
原
町
役
場
跡

地
●
対
象

小
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
保
護
者

●
参
加
費

無
料

※
当
日
は
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
時
は
中
止
と
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
上
野
原
建
設
組

合
支
部
長
　
中
村
春
彦（
蕁
62
―

3
5
7
1
）

労
働
保
険
と
一
般
拠
出
金
の

申
告
・
納
付
は
お
早
め
に

労
働
保
険
・
一
般
拠
出
金
の
年

度
更
新
手
続
き
は
、
6
月
1
日
か

ら
7
月
10
日
ま
で（
平
成
23
年
度

は
、7
月
10
日
が
日
曜
日
に
当
た

る
た
め
7
月
11
日（
月
）ま
で
）の

間
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。年

度
更
新
申
告
書
の
発
送
は
5

月
末
、
説
明
会
は
6
月
上
旬
、
申

告
書
受
理
相
談
会
は
6
月
中
旬
以

降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

日
程
等
は
、
申
告
書
に
同
封
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

労
働
保
険
等
の
算
定
期
間（
年

度
）に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年

度
更
新
時
期
が
社
会
保
険
の
算
定

基
礎
届
の
提
出
時
期
と
重
な
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
準
備
の
う
え
、

期
間
内
に
労
働
保
険
料
・
一
般
拠

出
金
の
申
告
・
納
付
を
済
ま
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
労
働
局

保
険
徴
収
室（
蕁
0
5
5
│

2
2

5
│

2
8
5
2
）、
都
留
労
働
基

準
監
督
署（
蕁
43
│

2
1
9
5
）

広
報
う
え
の
は
ら
・
あ
き
や

ま
の
縮
刷
版
を
販
売
し
て
い

ま
す市

で
は
、
旧
町
村
の
あ
ゆ
み
や

出
来
事
が
つ
ま
っ
た
旧
上
野
原
町

の
広
報
う
え
の
は
ら
と
旧
秋
山
村

の
広
報
あ

き
や
ま
の

縮
刷
版
を

販
売
し
て

い
ま
す
。

ご
希
望
の

方
は
お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

《
広
報
う
え
の
は
ら
縮
刷
版
》

●
内
容

昭
和
54
年
1
月
号（
281

号
）〜
平
成
17
年
2
月
号（
613
号
）

2
巻
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

●
販
売
価
格

7
0
0
0
円

《
広
報
あ
き
や
ま
縮
刷
版
》

●
内
容
・
昭
和
26
年
7
月
号（
1

号
）〜
平
成
17
年
2
月
号（
162
号
）

●
販
売
価
格

5
0
0
0
円

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推

進
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

上
野
原
町
誌
・
秋
山
村
誌

販
売
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
上
野
原
町
誌
・
秋
山

村
誌
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

購
入
手
続
き
に
関
す
る
詳
細
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
金
額
　
各
1
万
円
（
町
誌
は
3

冊
1
セ
ッ
ト
）

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推

進
担
当
　
（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

《講演スケジュール》

細川律子（はまなす文庫主宰）
安藤博文
（帝京科学大学柔道整復学科教授）

佐々木隆馬
（（財）埼玉県生態系保護協会研究員）
梅澤　実
（帝京科学大学児童教育学科教授）
大山智子
（東京都公立中学校スクールカウンセラー）

宮澤賢治と岩手県の昔話
保育所・幼稚園・認定
こども園の制度的位置付け　
と資格・免許について
上野原の豊かな自然

幼児の言葉の発達

小児科心理相談外来で
出会った子どもたち

5月2日（月）
5月9日（月）

5月16日（月）

5月23日（月）

6月2日（木）

こ
ど
も
学
科

講師（所属）
津田　望
（社会福祉法人のゆり会臨床言語士）
生長豊健
（医療法人雄風会理事長）
川上和人
（森林総合研究所）
佐々木豊志
（くりこま自然学校代表）

講演タイトル（仮題）
発達障害児への

アニマルセラピー
ドッグセラピーの展望

小笠原は、どこから
来て、どこに行くのか

自然学校の社会的役割とその可能性

～くりこま高原自然学校の場合～

開催日
5月12日（木）

5月19日（木）

5月26日（木）

6月2日（木）

ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

※6月2日（木）開催の子ども学科の講演は、午後5時から6時30分までです。



検査時間
午前10時30分～正午
午後1時30分～3時
午前10時30分～正午
午後1時30分～3時
午前10時30分～正午
午後1時30分～3時
午前10時30分

～午後3時
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5月

5月31日

全期・1期

全期

月　　別

納期限・口座振替

市・県民税

固定資産税

軽自動車税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者保険料

保育所・学童保育料

幼稚園授業料

市営住宅使用料

8月

8月31日

第2期

第2期

第2期

第2期

2月

2月29日

第4期

第8期

第8期

11月

11月30日

第5期

第5期

第5期

9月

9月30日

第3期

第3期

第3期

12月

12月26日

第3期

第6期

第6期

1月

1月31日

第4期

第7期

第6期

第7期

10月

10月31日

第3期

第4期

第4期

第4期

毎月末日

ただし12月は26日

7月

8月1日

第2期

第1期

第1期

第1期

6月

6月30日

全期・1期

※納期限が土・日曜日、祝日にあたる場合には、その翌営業日までが納期限と
なります。

※口座振替で納税・納入されている方は、納期限前までに預貯金の残高を確
認してください。

※法改正等により納期限が変更になる場合もありますのでご注意ください。
※上・下水道使用料および簡易水道使用料の納期は2か月に1度となります。
※テレビ受信施設使用料（秋山）は、平成23年度より市での収納はなくなりま
す。

▼ 平 成 2 3 年 度 　 市 税 ・ 使 用 料 等 納 期 一 覧 表 ▼

●問い合わせ　税務課収納担当（蕁62－3113）

行
政
相
談
委
員
に
本
城
谷
真
知
子
さ
ん

三
枝
桂
子
さ
ん

本城谷真知子さん

平
成
23
年
4
月
1
日
付
け
で
、
巌

地
区
の
本
城
谷
真
知
子
さ
ん
、
三
枝

桂
子
さ
ん
が
、
総
務
大
臣
か
ら
上
野

原
市
担
当
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
所
は
、
毎
月
1
回
、
市

役
所
会
議
室
で
、
年
金
、
医
療
保
険
、

雇
用
保
険
、
労
災
保
険
、
道
路
、
登

記
事
務
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

開
催
日
は
広
報
う
え
の
は
ら
の
相

談
日
欄
に
毎
月
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

三枝桂子さん

市
で
は
、
平
成
23
年
度
の

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ

ー
に
、
西
原
地
区
の
岡
部
清

近
さ
ん
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

小
学
生
の
登
下
校
時
を
中
心

に
巡
回
指
導
を
行
い
ま
す
。

岡部清近さん

スクールガード・リーダーを
委嘱しました

実施日

5月13日（金）

5月16日（月）

5月17日（火）

5月19日（木）
5月20日（金）

場　　所
市役所巌出張所
市役所島田出張所
ＪＡクレイン棡原支店
市役所西原出張所
市役所甲東出張所
市役所大目出張所
上野原市商工会館
市役所本庁舎

は
か
り
の
定
期
検
査

計
量
法
第
19
条
の
規
定
に
よ

り
、
は
か
り
の
定
期
検
査
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

検
査
を

受
け
な
い

は
か
り
を

取
引
や
証

明
に
使
用
す
る
と
、
50
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
検
査
は
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
商
工
観

光
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
9
）



広報うえのはら　No.75  20

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

市
職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
で
、
市
職
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す

（
順
不
同
、（

）
内
は
旧
所
属
）。

〈
退
職
〉〔
3
月
31
日
付
け
〕

▼
清
水
博（
建
設
経
済
部
長
）

▼
小
佐
野
進（
教
育
学
習
課
長
）

▼
尾
形
元
子（
島
田
保
育
所
主
幹

保
育
所
長
）

▼
久
島
茂
夫（
教
育
学
習
課
主
幹
）

▼
奈
良
道
子（
福
祉
課
副
主
幹
）

▼
岡
本
智
恵
子
（
教
育
学
習
課
用

務
員
）

▼
奈
良
雄
三（
消
防
署
副
署
長
司

令
）

▼
清
水
由
雄（
消
防
署
消
防
司
令
）

▼
山
本
良
行（
消
防
署
消
防
士
）

〈
新
規
採
用
〉

▼
総
務
課
主
事
安
藤
晋
司

▼
税
務
課
主
事
和
気
万
純

▼
長
寿
健
康
課
主
査
鷹
取
み
ち
子

▼
議
会
事
務
局
主
事
石
井
陽
太

▼
消
防
総
務
課
消
防
士
横
瀬
大
海

▼
消
防
総
務
課
消
防
士
和
智
拓
巳

▼
消
防
総
務
課
消
防
士
鈴
木
勝
之

▼
消
防
総
務
課
消
防
士
石
井
利
英

〈
昇
任
〉

▼
市
民
部
長（
総
務
課
長
）

里
吉
利
行

▼
消
防
本
部
消
防
長
（
下
水
道
課

長
）
小
笠
原
　
喜

▼
総
務
課
長（
総
務
課
）小
早
川
浩

▼
消
防
署
副
署
長（
消
防
総
務
課
）

舩
木
万
一

〈
派
遣
〉

▼
山
梨
県
市
町
村
課
副
主
査（
経

済
課
）舩
木
孝
之

▼
山
梨
県
富
士
・
東
部
建
設
事
務

所
主
任（
学
校
適
正
配
置
推
進

課
）
飯
塚
宣
裕

▼
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
副

主
査（
生
活
環
境
課
）井
上
勝
正

▼
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

（
企
画
課
）
佐
藤
隆

▼
山
梨
県
東
部
広
域
連
合
副
主
幹

（
会
計
課
）
杉
本
み
代
恵

▼
社
会
福
祉
協
議
会
主
幹
（
経
済

課
）
尾
形
公
芳

〈
派
遣
解
除
・
配
置
換
〉

▼
議
会
事
務
局
長（
山
梨
県
東
部

広
域
連
合
）安
留
俊
介

▼
消
防
署
消
防
司
令
補（
消
防
総

務
課
）
山
口
実

〈
派
遣
解
除
〉

▼
福
祉
課
主
幹（
社
会
福
祉
協
議

会
）
久
島
和
夫

〈
併
任
解
除
〉

▼
消
防
署
消
防
士
長
　
梅
田
貴
士

〈
人
事
交
流
〉

▼
駅
周
辺
整
備
推
進
課
長（
山
梨

県
都
市
計
画
課
）松
村
隆
美

〈
配
置
換
〉

▼
総
務
部
長（
消
防
本
部
消
防
長
）

湯
川
清
平

▼
総
務
課
主
幹（
企
画
課
）

野
崎
広
仁

▼
総
務
課
副
主
幹
技
師（
建
設
課
）

富
田
昌
昭

▼
総
務
課
主
査（
建
設
課
）

相
原
正
文

▼
総
務
課
主
任（
教
育
学
習
課
）

井
上
将
寿

▼
企
画
課
副
主
幹（
福
祉
課
）

横
瀬
仁
彦

▼
企
画
課
副
主
査（
長
寿
健
康
課
）

原
田
宙

▼
企
画
課
副
主
査（
総
務
課
）

水
越
智
徳

▼
企
画
課
主
事（
市
民
課
）

曽
根
亜
希
子

▼
税
務
課
主
査（
企
画
課
）

長
島
理
恵

▼
税
務
課
副
主
査（
総
務
課
）

池
田
隆
根

▼
市
民
課
副
主
幹（
税
務
課
）

小
早
川
京
子

▼
市
民
課
主
事（
長
寿
健
康
課
）

長
田
朋
子

▼
生
活
環
境
課
技
術
員（
教
育
学

習
課
）佐
藤
丈
彦

▼
福
祉
課
主
査（
市
民
課
）

山
本
直
美

▼
福
祉
課
主
任（
教
育
学
習
課
）

横
瀬
葵

▼
島
田
保
育
所
主
幹
保
育
所
長

（
第
二
保
育
所
）小
林
利
江

▼
第
一
保
育
所
副
主
幹
保
育
士

（
巌
保
育
所
）遠
山
美
保
子

▼
第
一
保
育
所
主
査
保
育
士（
西

原
保
育
所
）宇
津
木
田
代
子

▼
第
二
保
育
所
副
主
幹
保
育
士

（
秋
山
保
育
所
）藤
本
静

▼
第
二
保
育
所
副
主
幹
保
育
士

（
教
育
学
習
課
大
鶴
幼
稚
園
）

石
井
美
佐
子

▼
巌
保
育
所
主
査
保
育
士（
第
一

保
育
所
）
富
田
千
香
恵

▼
巌
保
育
所
副
主
査
保
育
士（
教

育
学
習
課
沢
松
幼
稚
園
）

古
屋
美
保

▼
秋
山
保
育
所
副
主
幹
保
育
士

（
教
育
学
習
課
大
鶴
幼
稚
園
）

鈴
木
和
子

▼
西
原
保
育
所
副
主
幹
保
育
士

（
第
二
保
育
所
）佐
藤
昌
代

▼
長
寿
健
康
課
副
主
幹（
税
務
課
）

上
條
千
花

▼
長
寿
健
康
課
副
主
幹（
下
水
道

課
）石
井
則
夫

▼
建
設
経
済
部
長（
市
民
部
長
）

尾
形
壽
春

▼
経
済
課
主
査（
市
民
課
）

水
越
洋
和

▼
経
済
課
主
査（
長
寿
健
康
課
）

中
村
慎

▼
経
済
課
副
主
査（
建
設
課
）

臼
井
修

▼
経
済
課
主
任（
福
祉
課
）

岡
部
桂
太
朗

▼
建
設
課
主
幹（
総
務
課
）

山
口
昌
美

▼
建
設
課
主
査（
税
務
課
）

瀧
森
哲
也

▼
建
設
課
副
主
査（
総
務
課
）

吉
田
晴
信

▼
下
水
道
課
長（
会
計
課
長
）

天
野
博

▼
下
水
道
課
副
主
幹（
税
務
課
）

臼
井
一
則

▼
会
計
課
長（
建
設
課
長
）

山
口
宏
行

▼
会
計
課
主
査（
市
民
課
）

櫻
井
恵
美

▼
教
育
学
習
課
長
（
議
会
事
務
局

長
）
橋
本
茂
治

▼
教
育
学
習
課
主
幹（
経
済
課
）

佐
藤
利
彦

▼
教
育
学
習
課
副
主
幹（
生
活
環

境
課
）
佐
藤
正

▼
教
育
学
習
課
副
主
幹（
経
済
課
）

小
笠
原
嘉
秀

▼
教
育
学
習
課
主
任（
議
会
事
務

局
）
東
山
祐
紀

▼
沢
松
幼
稚
園
副
主
幹
幼
稚
園
教

諭（
巌
保
育
所
）
鷹
取
巳
知
子

▼
学
校
適
正
配
置
推
進
課
副
主
査

（
企
画
課
）
夘
月
正
一
郎

▼
消
防
署
消
防
司
令（
消
防
署
秋

山
出
張
所
長
）
清
水
正
司

▼
消
防
署
棡
原
出
張
所
長（
消
防

署
）
野
沢
通

▼
消
防
署
棡
原
出
張
所
消
防
司
令

補（
消
防
署
）
山
本
和
照

▼
消
防
総
務
課
消
防
司
令
補
（
消

防
署
棡
原
出
張
所
）
石
田
豊

▼
消
防
署
秋
山
出
張
所
長（
消
防

署
）
井
上
信
一

▼
消
防
署
秋
山
出
張
所
消
防
司
令

補（
消
防
署
）
富
田
公
治

▼
消
防
署
消
防
士（
消
防
署
秋
山

出
張
所
）
望
月
陽
平
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市
で
は
、
上
野
原
地
区
原
大
道

の
市
営
住
宅
大
道
団
地
内
の
空
地

に
、
つ
ど
い
の
広
場
を
作
り
ま
し

た
。広

場
に
は
、
ス
プ
リ
ン
グ
チ
ェ

ア
な
ど
の
遊
具
や
足
つ
ぼ
を
刺
激

す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
道
路
河

川
担
当
（
蕁
62
│

3
1
2
3
）

市
営
住
宅
大
道
団
地
内
の
空
地
に

つ
ど
い
の
広
場
を
つ
く
り
ま
し
た

広
　
　
告

▲広場に設置したスプリングチェアなどの遊具や
足つぼを刺激するコーナー

広
場
内
に
は
、
ベ
ン
チ
や

水
飲
み
場
も
あ
り
ま
す
。

▲

広告募集中

募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市有料広告
掲載要綱に基づいて実施します。詳細については、お問い合わせください。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

3
月
31
日
付
け
で
、
上
野
原

市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
、
臼
井
和
文
さ
ん
、
原
田
保

正
さ
ん
、
加
藤
照
正
さ
ん
が
、

市
議
会
の
同
意
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

加藤照正さん 臼井和文さん原田保正さん

《広報うえのはら》
●掲載料 月額10,000円（1枠）
●掲載期間 原則3か月　

《市ホームページ》
●掲載料 月額5,000円（1枠）
●掲載期間 1か月～12か月

●応募・問い合わせ　企画課政策推進担当（蕁62－3118）

甲
東
地
区
に
お
住
ま
い
の
牧
野

伸
吾
さ
ん
が
、
4
月
1
日
付
け
で
、

上
野
原
市
消
防
団
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

消
防
団
長
に
牧
野
伸
吾
さ
ん

《つどいの広場場所》



巌
地
区

小
林
由
珠
菜

ゆ

ず

な

（
博
倫
）、
関
原
希
乃
の

の

（
旭
）、
一
瀬
花は
な

（
充
）

上
野
原
地
区

中
村
桜
瀬
お
う
せ

（
公
彦
）、田
中
桜さ
く
ら（

剛
）、

小
笠
原
唯ゆ
い

（
清
治
）、
杉
本
蘭
々
ら

ら

（
潤
）

秋
山
地
区

佐
藤
昊
紀
こ
う
き

（
勲
）

巌
地
区

中
野
陽
介
＝
今
寿
子

上
野
原
地
区

新
田
純
也
＝
鈴
木
瞳

秋
元
崇
＝
　
田
圭
子

小
田
切
充
夫
＝
中
村
久
美
子

小
俣
直
樹
＝
網
野
知
佳

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

●
内
容

看
護
師
業
務
の
体
験

《
み
ん
な
で
話
そ
う

看
護
の
出
前
授
業
》

●
対
象

中
学
生
・
高
校
生
の
希

望
者

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
4
）

山
梨
子
育
て
応
援
カ
ー
ド

利
用
の
お
知
ら
せ
　

「
や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー

ド
」
は
、
県
内
の
18
歳
未
満
の
子

ど
も
が
3
人
以
上
い
る
家
庭
に
交

付
さ
れ
ま
す
。
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲

示
し
た
協
賛
店
舗
な
ど
を
利
用
す

る
際
に
、
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
申
請
手
続
き
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
福
祉
課
ま
た
は
、

県
児
童
家
庭
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
山
梨
子
育

て
ネ
ッ
ト
」

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.j
p/kosodate/

●
問
い
合
わ
せ

県
児
童
家
庭
課

（
蕁
0
5
5
│

2
2
3
│

1
4
5

6
）

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
3
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

看
護
の
日
・
看
護
週
間

〜
看
護
の
心
を

み
ん
な
の
心
に
〜

少
子
・
高
齢
化
社
会
を
支
え
る

に
は
、
人
に
対
す
る
世
話
や
看
護

に
つ
い
て
、
十
分
に
認
識
を
深
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
の
生
誕
を
記
念
し
て

毎
年
5
月
12
日
を
「
看
護
の
日
」

ま
た
、
5
月
9
日
〜
15
日
の
間
を

「
看
護
週
間
」
と
し
、「
フ
ェ
ス
タ

看
護
」
と
銘
打
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

《
第
33
回
山
梨
県
看
護
大
会
》

●
日
時

5
月
13
日（
金
）
午
後

2
時

●
場
所

ア
ピ
オ
甲
府

《
看
護
の
心普

及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
》

●
開
催
日

5
月
12
日
（
木
）

●
場
所

富
士
・
東
部
保
健
所
管

内
駅
前
・
病
院
等

※
詳
細
は
、
後
日
決
定
し
ま
す
。

《
一
日
看
護
師
》

●
期
間
　
6
月
〜
8
月

●
対
象

高
校
生

伝
　
　
言
　
　
板

婚 

姻 

上野原地区 戸田 徠音
らいと

くん（3歳7か月）
優花
ゆうか

ちゃん（1歳11か月）
昌之さん奈美さんの長男・長女

“強くたくましく成長してください。明るい未来でありますように”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

上野原地区 昆布谷 楓人
ふうと

くん（2歳7か月）
李花
ももか

ちゃん（2歳7か月）
隆介さん響子さんの長男・長女

“仲良く元気にね”



大
目
地
区

小
俣
重
雄
（
雅
彦
）

甲
東
地
区

守
屋
光
男
（
一
美
）

巌
地
区

荒
井
文
男
（
俊
則
）、
久
島
よ
し
ゑ

（
和
雄
）、
山
田
忠
夫
（
小
沢
慎
一
）、

山
咲
由
光
（
由
男
）

上
野
原
地
区

大
山
　
嶺
（
大
）
、
寺
本
弘
巳

（
佐
々
木
郁
代
）、
矢
島
浩
（
正
　
）、

畑
野
俊
明
（
す
み
江
）、
桑
原
秋
代

（
達
夫
）、
片
伊
木
絹
子
（
清
治
）

棡
原
地
区

石
井
完
良
（
正
人
）、
白
鳥
善
一

（
好
文
）、
鷹
取
壯
男
（
賢
子
）

西
原
地
区

中
山
さ
と
み
（
正
子
）

秋
山
地
区

井
上
金
　
（

儀
）、
落
合
や
す
子

（
信
行
）、
小
俣
愼
之
助
（
信
也
）、

奈
良
田
正
勝
（
文
夫
）
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3 4 5 6 7  

死

亡

●
声
の
広
報
　
市
立
図
書
館
に

は
、
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め

に
広
報
う
え
の
は
ら
の
内
容
を

録
音
し
た
テ
ー
プ（
声
の
広
報
）

を
置
い
て
い
ま
す
。

声
の
広
報
は
、
上
野
原
朗
読

の
会
の
ご
協
力
に
よ
り
録
音
さ

れ
て
い
ま
す
。

一

般

書

◇
『
鼠
の
影
を
断
つ
』

赤
川
次
郎
／
著
　
角
川
書
店

江
戸
を
騒
が
す
義
賊
・
鼠
小

僧
。
そ
の
昼
の
顔
は
〈
甘
酒
屋
〉

の
次
郎
吉
と
呼
ば
れ
る
遊
び

人
。
果
た
し
合
い
の
仲
裁
を
し

た
り
、
身
投
げ
の
娘
を
助
け
た

り
・
・
・
。

◇
『
獅
子
真
鍮
の
虫
』

田
中
啓
文
／
著
　
東
京
創
元
社

あ
こ
が
れ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
が
遺
し
た
楽
器
を
手
に
入
れ

た
唐
島
を
襲
っ
た
災
難
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
管
楽
器
の
盗
難
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
た
氷
見
が
見

い
だ
し
た
真
相
は
・
・
・
。

◇
『
ち
ょ
ち
ょ
ら
』

畠
中
恵
／
著
　
新
潮
社

困
窮
す
る
多
々
良
木
藩
の
留

守
居
役
を
拝
命
し
た
新
之
介
。

金
子
（
き
ん
す
）
に
伝
手
に
口

八
丁
、
新
参
者
に
は
す
べ
て
が

足
り
な
い
！
そ
し
て
訪
れ
た
運

命
の
日
・
・
・
。

◇
『
白
の
祝
宴
』

逸
文
紫
式
部
日
記

森
谷
明
子
／
著
　
東
京
創
元
社

帝
の
寵
妃
・
中
宮
彰
子
の
も

と
に
出
仕
し
た
紫
式
部
が
土
御

門
邸
で
の
親
王
誕
生
の
模
様
を

綴
っ
た
「
紫
式
部
日
記
」
だ
が
、

日
記
に
描
か
れ
て
い
る
華
や
か

な
祝
宴
の
裏
で
は
不
穏
な
事
件

が
起
こ
っ
て
い
た
。

◇
『
自
鳴
琴
（
オ
ル
ゴ
ー
ル
）』

池
田
美
代
子
／
著
　
光
文
社

初
森
中
学
校
非
公
認
サ
ー
ク

ル
・
オ
カ
ル
ト
研
究
部
に
所
属

す
る
四
人
組
が
聞
き
込
ん
だ
女

子
生
徒
失
踪
事
件
。
事
件
は
、

校
内
で
噂
さ
れ
て
い
る
怪
談
を

匂
わ
せ
て
い
た
。

児

童

書

◆
『
闇
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
Ｂ
・
ク
ー
ニ

ー
／
著
　
武
富
博
子
／
訳
　
評

論
社

◆
『
魔
使
い
の
犠
牲
』

ジ
ョ
ゼ
フ
・
デ
ィ
レ
イ
ニ
ー
／

著
　
田
中
亜
希
子
／
訳
　
東
京

創
元
社

◆
『
ル
ル
と
ラ
ラ
の

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
』

あ
ん
び
る
や
す
こ
／
作
・
絵

岩
崎
書
店

◆
『
う
ん
こ
ば
い
菌

元
気
の
も
と
！
』

藤
田
紘
一
郎
／
監
修
　
岩
崎
書

店
◆
『
捨
て
犬
・
未
来
と

子
犬
の
マ
ー
チ
』

今
西
乃
子
／
著
　
浜
田
一
男
／

写
真
　
岩
崎
書
店

絵

本

○
『
は
ら
ぺ
こ
ブ
ブ
の

お
べ
ん
と
う
』

白
土
あ
つ
こ
／
絵
・
作
　
ひ
さ

か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

○
『
パ
パ
・
カ
レ
ー
』

武
田
美
穂
／
作
　
ほ
る
ぷ
出
版

○
『
新
幹
線
の
た
び
』

コ
ヤ
マ
ス
カ
ン
／
作
　
講
談
社

○
『
マ
ド
レ
ー
ヌ
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
い
く
』

ジ
ョ
ン
・
ベ
ー
メ
ル
マ
ン
ス
・

マ
ル
シ
ア
ー
ノ
／
作
　
江
国
香

織
／
訳
　
Ｂ
Ｌ
出
版

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
木
こ
り
と
金
の
お
の
』
ほ
か

◎
日
時
　
5
月
14
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
50
分

午
後
2
時
〜
2
時
50
分

☆
お
は
な
し
会
☆

『
う
そ
つ
き
の
つ
き
』
ほ
か

◎
日
時
　
5
月
21
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム
朗
読
館
☆

『
鬼
ば
ば
あ
』

江
国
香
織
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
5
月
15
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
ビ
ー
ズ
教
室
』

◎
日
時
　
5
月
28
日
（
土
）

午
後
2
時
〜

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

 
 ☆
子
ど
も
映
画
会
☆ 

  
 ☆
お
は
な
し
会
☆ 

 
 ☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム 

　
　
　
　
　

朗
読
館
☆ 

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

 
 ☆
親
子
文
芸
講
座
☆ 
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代
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ホ
ー
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ー
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h
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o
h
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4月5日、上野原西小学校で、開校式を行いました。
これは、大目・甲東・沢松・四方津小学校を統廃合

し上野原西小学校として開校するもので、この日は、
新しく作られた校旗が、江口市長から天野校長に授与
され、新しい歴史が刻まれました。

夢と希望を胸に！！

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

4月6日、市内各小学校で、入学式が行われました。
また、上野原西小学校では、大目・甲東・沢松・四方津小学校が統廃

合してから、第1回目の入学式となりました。
この日は、65名の新入生が上野原西小学校に入学し、初めて出会う友

達や大きな校舎に戸惑い緊張した面持ちながらも、その緊張を晴らすよう
な大きな声で校歌を歌いました。新入生たちは、これから始まる学校生活
に夢と希望を膨らませていました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●26,530人　（－147）
男 ●13,245人 （－98）
女 ●13,285人 （－49）
世帯●9,974世帯 （－44）
平成23年4月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●市立上野原西小学校開校式
3月中旬から4月上旬、巌地区八ツ沢でかたくりの

花が見ごろとなりました。これは、巌地区の有志が山
の斜面を借りて、かたくりを育て群生させたもので、
今年も斜面いっぱいにかたくりの花が咲き、市外から
も多くの観光客が花を見に訪れました。

●巌地区八ツ沢のかたくり

4月7日、沢松幼稚園で入園式が行われました。
平成22年3月で閉園となった大鶴幼稚園の園児も

この4月から沢松幼稚園へ入園しました。
入園式では、年長さんがリズムに合わせた踊りを披

露し、新入園児を歓迎しました。

●市立沢松幼稚園入園式
4月12日、ため池百選にも選ばれている月見が池

で、桜が満開となりました。
四季折々の風景を楽しませてくれる月見が池では、

青空に映える桜、湖面に映る桜など、さまざまな桜の
様子が花見に来ていた方を楽しませていました。

●ため池百選月見が池の桜
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番
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